






〔はじめに〕 

かねてより,被虐待児症候群は,成熟児に比較して未熟児にその発生類度が高いことが指摘

されている。新生児医療が発展し,多くの未熟児が欠陥なき救命を遂げている現在,母子関

係の破壊ともいえる被虐待児症候群において,未熟児室出身児の頻度が高いことは注目さ

れねばならない問題である。今回,われわれは,未熟児室出身児で被虐待児症候群と思われ

る症例を経験したので報告し,被虐待児の中の未熟児室出身者についての検討を加えた。 


